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県民の温かいもてなしでIDB沖縄総会を成功させよう県民の温かいもてなしでIDB沖縄総会を成功させよう

沖
縄
県
立
郷
土
劇
場
で
行
わ
れ
て
い
る

か
り
ゆ
し
芸
能
公
演
が
、
今
月
か
ら
毎
週

金
曜
日
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
、

火
曜
日
に
行
わ
れ
き
ま
し
た
が
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

開
催
曜
日
を
変
更
し
ま
し
た
。

同
公
演
は
、
平
成
五
年
度
か
ら
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
若
手
舞
踊
家
等
が
出
演
し
、

約
十
六
万
人
の
方
々
に
鑑
賞
い
た
だ
い
て

九州芸術祭文学賞（財団法人　九州文化協会主催）
は、新人の優れた文学作品を発掘し全国に広く紹介
することで、九州文学界に刺激と活力を与え地域の
文学水準を高めることを目的に昭和45年度から実
施されています。今年度で36回目を迎える歴史あ
る文学賞です。
九州・沖縄地区では唯一小説が公募される文学賞

であるほか、この文学賞における最優秀賞受賞作品
は全国誌で紹介されるため、中央文壇への登竜門と
も言われています。過去の最優秀賞受賞者には、芥
川賞受賞者（第８回最優秀賞受賞者・又吉栄喜氏、
第27回最優秀賞受賞者・目取真俊氏）もいます。
平成16年度は、本県からは27編の応募がありま

した。
平成17年度も作品を募集します。みなさまのご

応募をお待ちしています。

●第36回『九州芸術祭文学賞』（沖縄地区）
応募要項（概要）

１応募資格　沖縄在住者に限る。
２応募作品　小説。未発表作品一編に限る。

同人誌を含め既発表作品は不可。
３応募条件
①400字詰め原稿用紙55枚から60枚まで。
②原稿は返却しません。
４原稿締切　平成17年８月下旬
５原稿送付先
沖縄県文化環境部文化振興課
『九州芸術祭文学賞作品係』
〒900-8570 沖縄県那覇市泉崎1-2-2

●入選作品発表
①地区優秀作品　10月下旬頃発表。地元各新聞、
雑誌に掲載する予定
②最優秀作品　　平成18年１月下旬発表、
文藝春秋社発行『文學界』平成18年４月号に
作品掲載

●賞金など
①最優秀作品には賞金30万円を贈呈
②地区優秀作品各編には賞金５万円、次席各編
に２万円贈呈

新人作家の登竜門

九州芸術祭文学賞

お
り
ま
す
。

演
目
も
こ
れ
ま
で
の
古
典
舞
踊
、
雑
踊

ぞ
う
お
ど
り
、

創
作
舞
踊
に
加
え
、
舞
踊
劇
、
組
踊
抜
粋
、

琉
球
民
謡
、
沖
縄
音
楽
等
を
織
り
交
ぜ
、

多
彩
な
沖
縄
芸
能
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
前
期
と
後
期
の
公
演
の
中
か
ら

最
も
人
気
の
高
い
演
目
を
中
心
に
、
春
と

秋
に
特
別
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
も
、
那
覇
市
内
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
・
県
内
主
要
ホ
テ
ル
に
加
え
、

チ
ケ
ッ
ト
ピ
ア
及
び
県
内
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

ー
ト
で
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。
さ
ら
に
、

入
場
料
も
団
体
割
引
（
十
名
以
上
）
一
、

六
〇
〇
円
、
学
生
割
引
一
、
〇
〇
〇
円
も

設
定
し
、
大
変
お
求
め
や
す
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。

今
後
も
、
か
り
ゆ
し
芸
能
公
演
が
よ
り

楽
し
い
も
の
と
な
る
よ
う
様
々
な
取
組
み

を
行
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

各
地
の
祭
り
等
で
行
わ
れ
て
い
る
古
来
か
ら
伝
承
さ
れ

て
い
る
踊
り
の
こ
と
で
、
エ
イ
サ
ー
、
獅
子
舞
、
ク
イ
チ

ャ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

沖
縄
の
人
々
の
日
々
の
営
み
や
喜
怒
哀
楽
を
歌
っ
た
も

の
で
、
今
日
で
も
三
線
の
調
べ
に
乗
せ
て
歌
い
継
が
れ
て

い
ま
す
。

公
演
ジ
ャ
ン
ル
拡
大
の
一
環
と
し
て
、
琉
球
伝
統
芸
能

と
ジ
ャ
ズ
・
ロ
ッ
ク
の
共
演
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
癒
し
の
島
々
琉
球
弧
に
伝
わ
る
歌
と
踊
り
と
祈

り
を
題
材
に
し
た
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
伝
説
を
公
演
し
ま
し
た
。

琉
球
王
朝
時
代
に
、
中
国
か
ら
冠
船

か
ん
せ
ん

に
乗
っ
て
渡
来
し

た
冊
封
使
を
も
て
な
す
た
め
「
踊
奉
行
」
を
設
け
て
披
露

さ
れ
た
舞
踊
や
芸
能
の
こ
と
で
、
御
冠
船
踊
と
も
言
わ
れ

ま
す
。
主
な
も
の
に
「
四
つ
竹
」「
か
せ
か
け
」「
瓦
屋
節
」

等
が
あ
り
ま
す
。

明
治
の
廃
藩
置
県
後
に
踊
ら
れ
た
、
軽
快
な
身
の
こ
な

し
の
踊
り
で
、
農
漁
村
の
庶
民
の
生
活
や
感
情
を
モ
チ
ー

フ
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
に
、「
黒
島
口
説
」

「
加
那
ヨ
ー
天
川
」「
浜
千
鳥
」
等
が
あ
り
ま
す
。

歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ
た
先
人
達
か
ら
受
け
継
い
で
き

た
伝
統
を
踏
ま
え
つ
つ
、
近
代
か
ら
現
代
の
舞
踊
家
が
新

た
に
創
造
す
る
踊
り
の
こ
と
で
す
。

かりゆし芸能公演は
毎週金曜日に

変更になりました。

●お問い合わせ
（財）沖縄県文化振興会（かりゆし芸能公演）
TEL.098-867-6639
県文化振興課（九州芸術祭文学賞）
TEL:098-866-2768

＜受賞までの流れ＞
①九州各県、北九州市、福岡市の10地区で
地区審査を実施

↓
優秀作品各１編、次席各１編を選出

↓
②10地区の優秀作品10編の中から最優秀作
品を１編選出


